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【研究の背景・目的】 

近年の地球温暖化に伴う北極域の変化は著しい。
特にグリーンランド氷床の縮小は、海面上昇や海
洋循環の変化を通じて全球的にも大きな影響を及
ぼすため、その動向は注目されている。地球温暖
化に対する北極域の気候・環境やグリーンランド
の氷床の応答を正確に予測するためには、過去に
生じた温暖化とその影響に関する長期のデータを
取得し、それを元に気候モデルや氷床モデルの改
良を進める必要がある。そのために、北グリーン
ランドの NEEM 地点で、現在よりも 3～5℃温暖だ
ったと考えられている最終間氷期全体を含む、北
半球最古の氷床コアを得る国際共同掘削プロジェ
クト（NEEM計画）が開始された。NEEM計画の目的
は、 (1)最終間氷期は現在より何℃温暖だったの
か (2)最終間氷期に急激な気候変動は発生したの
か、(3)温暖な気候の下でグリーンランド氷床はど
う変動したか、(4)現在の間氷期（完新世）と最終
間氷期の相違や類似性は何か、(5) 完新世初期の
温暖期及び最終間氷期における気候・環境変動は
気候モデルでどの程度再現できるのか、を明らか
にすることである。 
本研究では、NEEM計画の下で、グリーンランド

の氷床コアを分析し、過去 15万年間の気候・環境
変動を復元する。コアの絶対年代を誤差千年以下
の高精度で決定し、コアから復元される北大西洋
域の気候変動のタイミングを、地球軌道要素、温
室効果ガス、海水準、海水温、南極の気温等の変
動のタイミングと比較することにより、気候変動
と氷床変動のメカニズムに迫る。特に、最終氷期
に生じた急激な温暖化イベント、及び現在より温
暖であった最終間氷期に着目し、過去の温暖化で
生じた氷床変動と環境変動から、気候モデルによ
る将来予測に不可欠なデータを提供する。 
 

【研究の方法】 
NEEM計画に参加し、掘削された氷床コア（NEEM

コア）を分析することにより、完新世や最終氷期

の急激な温暖化イベント、最終間氷期の気候・環

境変動を、従来にない高時間分解能で復元する。

NEEMコアの高精度年代決定を行うために、コアか

ら空気を抽出して O2/N2を分析する。また、全球平

均の海水温を復元するために、空気に含まれる希

ガス（Kr、Xe）を分析する。更に、氷床変動及び

植生、海氷、鉱物ダスト、大気循環の変動を推定

するために、コアに含まれる微生物の顕微鏡分析

と DNA 分析、空気含有量の分析を行うとともに、

連続フロー分析装置（CFA）とイオンクロマトグラ

フによってイオン分析を行う。これらの分析結果

を、国内外の共同研究者が取得する気温と温室効

果ガスのデータと併せて解析し、温暖化と気候・

環境変動、氷床変動の関わりを考察する。 

 

【期待される成果と意義】 
NEEM コアから抽出した空気の O2/N2 比の測

定により、コアの年代を高精度で決定できると考
えられる。正確な年代軸に基づき、北大西洋にお
ける気温変動のタイミングと地球軌道要素、温室
効果ガス、海水準、南極の気温等の変動のタイミ
ングを比較することにより、氷期から間氷期への
温暖化メカニズムに迫ることができる。また、氷
期中の急激な温暖化イベントや、氷期から間氷期
への温暖化に伴って生じた全球平均海水温、氷床、
植生、海氷、アジア乾燥域の乾燥度、大気循環の
変動に関する重要な知見を得ることができる。本
研究により、氷期サイクルや急激な温暖化のメカ
ニズム、更に温暖化に伴う環境変動に関する研究
が前進するとともに、気候モデルの高精度化に不
可欠な情報を提供することができると期待される。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成２２年度－２６年度 
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